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　田中茂 穗 博士が 東京市場 で 採 られ た モ ン ガ ラ カ ワ ハ ギ科 の 1新種 に 附 せ られた もの で ，
ゴ

トオ モ ン ガ ラ （五 島紋殼）の 和名 が あ る。但 しこ の 學 名 は今 日 ．X
’
anthicli ・lhys　linecrpunetatMs

（HOLI ．．4RD ） の synonym とな り無効 と な つ た が ，和 名は有効 に し て 上 の 學 名 の 標準和 名 と

して 月jひ られ て ゐ る．

　以 上 は 予の 知 り得 た 全部 で あ るが ， 此他 に あ るか も知れ ない 。御 氣付 の 方 は 鰍 示下 され

た く， も し脆漏が あれ ば次 の 機會に補ひ た V・と思 ふ。

追　懐　五 　十 　有　餘 　年

松 　本 　亦 　太 　郎

　 五 島清 太郎 博士 に は 隨分長い 開御友情 を辱 うし ，
い つ もお 目に 掛 る時 は遠 慮の な い 親 しみ

を覺 えた 。併 しお 互に 至 て 淡泊な る つ き合ひ をな して ゐ たの で 印象深 く記 憶 に 殘 つ て ゐ る事

が 甚だ 稀で あ る。過去の 夢 を懐ひ 禺 さ うとす るや うな もの で 快い 氣分だ けは 出て 來 るが ， ど

ん な事柄 を夢み た か が 明瞭で な い 。

　 私 は明 治15年の 秋 か ら 」年 1學期 の 間 京都 の 同志杜英學校 に ゐた。其 頃五 島さん も上級 に

學ば れ て ゐ た 。そ の 令兄 の 木津谷 と 云 ふ 方 は 天 才的 の 人 で ある が ，五 島 さん も學才 優秀 で あ

る と云ふ 評判 が傳 つ て ゐた 。私 は何 の 折で あ つ た か は忘れ た が ，或 る時 五 島 さん の 室 を訪れ

た 。其時 五 島 さんは 殆 ど何 に も無 い 部屋 に 只一・入椅 子 に 腰 を掛 け ， 小 さい 机 を前 に 緑 色表 紙

に 赤脊皮 の 四六 判の 本を手 に 持 つ て 夫 を讀 んで ゐた 。 夫 は 3 年生 の 教科書 と し て 用 ひ られ て

ゐ た ス
ゥ ィ ン ト ン の 萬 國史で あ つ た 。 私共

一
年生 は ス

ゥ
イ ン ト ン の 萬國史 を持 つ て ゐ る人 を

浦 山敷思 つ て ゐ た 。
五 島 さん は 多言 で は無 かつ た が ， 何 か質問 をす る と要領 を得 た 明瞭な答

をす る 人で あ る事 を私 は此 初對 面 の 時 に 氣 つ い た。

　私 は 明治 17年 の 初 め に 京都府立 中學校 に 入 つ た。五 島 さん も同志祗 を中途 で 去 つ た の で 其

後京都で 五 島さん に逢ふ 折は無か つ た。或 る時新島喪先生 を尋淞 た 折何か の つ い で に 先 生 が

五 島 さん に 就 て 語 られ た。其 言葉の 中に 五 島 さん は 自己 を過 大親 して ゐ る と 批評 され た，夫

が 學問に就 て で あ っ た か或 は他の 事 に 就て で あ つ た か 私は記憶 して ゐ ない 。單に 此 評語の み

が 私 の 心 に 殘 つ て ゐ る 。 何れ に し て も五 島 さん は青 年時 代 に大 な る抱負 を懐 い て ゐた 事が 察

知 せ られ る。

　私は 明 治 19年 の 秋 東京の 第
一

高 等中學校 に 入つ た 。其頃 は 高等中學校 は 豫科 3 年 本科 2 年

で ，私は 豫科 2 年 IC入學 した 。 其時五 島 さん は理 科 の 上級 に 在學 し て ゐ たが ，翌 明治 2 年 に は

第
一
高等 中學賛を卒業 し直 ち に 帝國大學理 科大 學に 進 入 し， 動物學 を專攻せ らる N 事 に な っ

た e 私 が文科 大學 に 入 つ た 明 治 23年は 丁 度五 島さん が 大 學 を卒業 し大學院 に 入 っ た 時 で あ っ

た。同志瓧在學 中の 友 入で 帝大 に 率先 し て 入 つ た大西祝君は高等中學の 前身た る大 學豫備門

を經て 明治 2i年に 文科 大學 を卒業 し ， 直ち に 大學院に 入 っ た 。村上 直次郎君は 明治 26年 に 丈
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科大學に 進 入 した．高国畊安君は京都府醫學校出身で 伺志 祗の 宗教的集倉 に よ く出 入せ らる

る の で 轂員や 學生 に 親 しA で ゐた が ， 祠君 も帝大 に 進 入五 島き ん と同 じ年に 醫 科大學 を卒業

され た 。是等 の 人 々 は 京都 に ゐ た頃 か らの 知 り合 ひ で あつ たの で ，時 々 相互 に 訪れ て 友 情を

漸次 に 厚 うす る に 至 つ た 。 更 に 是等 の 入 k の 粗僉 し友 入範 圍を擴大 す る に婦 機 を與 へ た もの

が あ つ た。夫は帝大 rc私 共が 學ん で ゐ た頃横 井時雄讃が 大學其他學生 に 宗教的 且 つ 精紳的修

養の 機倉 を與 へ ん と して 本郷 の 金助 町 に 講義所 を設 けた事で あつ た 。横井君 自身 が 中心 とな

りそ こ で 基 督敏 を説 い た が ， 時 に は 元 良勇次 郎君 など を頓 み 偉 入 の 出現 と時代 と の 關係 と云

ふ や うな事 に就 き講演 を して 貰 つ た。大學 の 學生 の 外 に 女子 高等師範學校 に 學ぶ 野 口 ゆか子 ，

小 川 1塚 本1は ま子 な ど 1 云 ふ 人 々 が來聽 し ， 叉濟 生學舍に 學ん で ゐた 前 田園子 其 他の 女學生

が 來聽 した 。 同志 杜出の 丹 朋清次郎君の 令兄 の 夫婦 も毎 に 此處に 來 眇銀行 家で あ つ て 親切 に

世話 を した 。人柄か ら見て も學問か ら見 て も優良 な る青年男女學生 の
一群 が横井君 を 中心 に

集 り，自然 に 高雅 な る友誼 を醸 した。 此講義所 は其 後本郷森 川町 の 櫛 就附近 に 移轉 し ， 盆 々

帝 大 に近 くな り大學生 の 來會 に 便利 に なつ た D 共頃五 島さん や 村上 直次 郎君 が 主 に な り讃美

歌 の 合唱紐 を持 らへ よ うと云ふ 事 に なっ た e 日本の 歌詞 で 歌ふ の み な らす、英語の 歌詞 で も

歌 ふ 穩古 を した 。
2

，
3 入の 女の 人 も交 り私 も其仲閤に 這 入れ との 事 で あ つ た 。 五 島 ， 村上 の 兩

君 は英語 の 歌 を歌 ふ事 が 巧 で あ つ て
， 私 な どは其尻 尾 に つ い て 行 くに 過 ぎなか つ た ．

　横 井時雄君 の 住宅 は共 頃本纏 西片町 に あ つ て 五 島さん や 私 な どは 墨其 家 を訪 問 した。横 井

君 の 家 に は母 親が 居 られ た 。此 婦 人 は有名 な横井乎 四郎 先生の 夫人 で あ り， 叉横井平 四郎先

生 に 忠賀 に 事 へ た 壽賀 と云 ふ 老 婦が ゐ て 家 の 世話 を され て ゐた 。時雄 君 よ り其父 君 の 皇謨 に

參與 せ られ た 當時 の 欣 況や ，松 手春嶽 、 元 rrl永孚 ， 藤 m 東湖な ど L 横井甼四郎先 生 と の 絹係

を聞 くの を私 共青年は大な る 喜び と した。五 島さん は 横井母 堂や 横井夫 人及 び其女友 と親 し

く話を され 家庭的 の 交際 に は慣れ て ゐた や う で あ つ た 。其 頃經 濟雜誌瓧 の 田 口卯吉氏 が 西片

町 に 居隹 し ， 田 口 氏 自身 竝 に 其夫入 も横 井君 の 家族 と和來往 し，基 督教 に 就て も學ぶ 所 あ ら

ん と した 。 私 共 は 田 ロ 卯吉氏 の 如 き活學考 に 積井君 を通 して 知己 に なつ た事 を深 く喜 ん だ 。

殊 に私 は第
一

高等中學 に 入 る時 日本文 化 史の 受驗 は 旧 口 卯吉 氏の 日本 開 化小 史な る 著 書 に よ

り準備 を し且 つ 此 書 に 興味 を感 じ て ゐ た の で 田 口 氏 の 謦咳 に接す る を樂 んだ 。

　横井君 は其當時帝 大 を始 め 高等教 育 の 中心地 とな つ て ゐ る本戀 に 基督漱 の 大 會堂 を建 て る

事 を企 鬪 し，米國 に 渡 り籍英洲 に 行 き有志 に 訴へ 建築費 を募集 し，歸 つ て 東竹町 に 煉 瓦石造

の 倉 堂 を新築 し ， 叉伊豫の 今治 に在 つ た自己 の 舊宅 を組み 放 し，蓮途 船 に よ り之 を東京 に 運

び新 魯堂 と同地 内 に 之 を建て 直 し ， そ こ を桜 據地 と して 教 學上 の 活動 を新 に した 。單 に 宗 敏

を読 くの で 無 く此會堂 に 於 て 有 名な學者 を聘 し學術講演 を開催 した 。 横井君 の 周 圍 に 牽引 せ

られ た私 共 も此 爲め に 多少 の 盡 力 を した。北 里 柴 三 郎博 士 は結核病 豫防 に 就 て ， 箕作佳吉 博

士 は勁物の 進 化 に 就 て
， 杜 L專精博 士 は沸教哲學 に 就 て ，金井延博 士 は英國の 1・ウ イ ン 　U

“
　・一

の 就會 事業に 就て 講演 し、 私共男女青 年に 新知識 を皷吹 した。此 本郷教會 に 新に 加 つ た 青年

め 中に は 有吉忠一君．高田 富藏君 ， 堤定次 郎君，有告明君、村松鍬三 君等後 に 夫 ft の 方面 に

ZOOL ．　 E【A 〔哥，〔JAPAN 〕，　VOL ．4S，　NOS ，　 Eトー10、1936．
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活躍 して 有名 に な つ た 人 々 が あつ た。

　五 島 さんは大學在學 中寄生蟲の 事か 何か を研 究 したや うで あ つ た が ，専攻 が 異 つ て ゐ る の

で 私 は其方 は知 らない ． 只ディ
プ ロ ゾ ーン

，
診 ポ 昌 コ ム ， セ イ タ ロ

ー， ゴ ト ウ と云 ふ 名 の 付

い た新種の 動物 を發見 した 事 を聞 い て ゐた 。其後久 し い 間五 島さん は鮭の 發逹 も研 究 し， 利

根 川の 方 に 墨族行 したや うで あつ た。一高の 動物學の 教室で あ つ た か ， 鮭の 孵化 し て 小 魚に

なつ た許 りの もの を澤 山集 めた瓶 を幾 つ も五 島 さんが 見 せ て 呉れた 事が あ つ た。併 し或 る 時

五 島 さん は鮭の 鹽漬の 如 き不味の もの を喰つ て 喜ぶ 人 も世 間に は居 る と語 られ た 。私 は 鹽疋

を旨 い と思 ふ 人 聞 の 一入で あ るか ら其時 は心 竊に 苦笑 せ ざ る を得 なか つ た 。五 島 さん は卒 業

して後就職する事 に就て箕作佳吉博士 に 相談 を した。何 處 に就職 す る爲 めで あつ たか私は憶

へ て ゐ な V ・が ，箕作博 士 は 「其世話は私 の 力 の 及 ぶ 限 りで 無 い （out ，　of　my 　power ｝亅 と答 へ ら

れ た と五 島 さん は 私 に話 され た 事が あつ た 。

　五 島さんが ど うして 海軍 大佐 千佳成貞氏令嬢の 于代槌 さん と知 り合ひ に な っ た の か
， 其 事

情は 私 は 知 らない 。木 村熊 …欠氏 の 夫人が 創立 した 明治 女學校 と去 ふ の が 九段 の 牛 ケ 淵附近 に

あ り上 流 の 子 女を歡 育す る新式の 女學校で あ つ て ，後夫 が 番町 の 方 に 移 轉 し巌本 善 治氏 が 主

と して 敏育 の 任 に 當 つ て ゐた 。千佳于 代槌 さん は此學校の 出身者で あ つ た 。五 島 さん は 千代

槌 さん竝 に 千住 さ ん の 家族の 方 々 と親 し くされ ，私や 村上 直次郎君 は 五島さん に 引張 られ時

に 千 住邸 に 遊 び に 行つ た 。永 田 町 の 山王 の 神沚の 隣に 其邸が あ つ た 。干 住大佐は艦 長 で 私 共

の 行 く時 は大抵不 在で あつ たが ， 千代槌 さん の 母 君や 共弟
一

入妹二 入 の 方 々 に は お 月 に掛 つ

て
一

緒 に なつ て 遊 んだ 。 五 島 さん は毫 も作 り飾 りの 無 い 人で ， 千佳 さん の 家 の 入 々 と極 め て

單純 の 様 子 を以 て 親 しまれた 。

　五 島さん は 逾 に 千代 槌 さ ん と結婚 され た。九 段 の 富士 見．軒で 披露 の 宴を開かれ 私 も御 招待

を受 け食卓後に デ ィ プ ・ ヅ ー
ン を引合ひ に 出 し階老 同穴 の 契 と云 ふ や うな事 を言 つ て 御 漑の

語 と した か と憶 ふ 。新夫婦 は元 園町に 家庭 を結ばれ た 。春 に な つ て 五 島 さん 夫婦 に 誘 は れ明

治 女學校 に學ば れ て ゐた或 る二 人の 令嬢 と共 に私 たち は横濱 を經て 杉 田 の 梅花 を見に行 つ た e

途 中で 春 雨が 降 り出 した 。 女の 人 k は傘 の 都合が 出來 たが私 共男た ち は農家 か ら蓑 を買 つ て

夫 を被 つ て 停車場 ま で 辿 りつ い た 事な どが あ つ た 。　　 　　　 　　　 　　　 　　　 、

　五 島さん は 明治 27年に 自費を以て 米 國に 留學 し， ジ 。ン ス ホ プ キ ン ス 大學や ハ ーヴ 71
・大

學で 研 究 を途 げ られ た 。令夫 人 は其問明治女學校 の 一部 に 隹んで 幾 分か學校 の 教授 を受 け持

た れ て ゐた か と憶ふ 。私 は 時 k 夫 人を訪 ひ 海外 に 於け る五 島さんの 淌 J慰を聽 き叉明 治女學校

の 欺況等 を聽 V・ た。明治28年 に 五 島 さん は理 學博 士の 學 位 を授 與 せ られ 翌 29年 に 歸 朝 され

た 。其時は 私 も海外に 出發せ ん と して 種 々 準備 を整 へ て ゐ る時 で あつ て ，五島 さん か ら米 國

東部 の 諸大學 の 模樣 を聞 き豫備的知識 を得 た事 を喜ん だ 。

　私 は 明治29年 9 月に 日本 を出發 し歐米に 遊學 し，33年 の 末 に 鯑 朝 した。其時五 島 さ ん は既

に 第
一

高 等學校 の 教授 で あつ て 巣鴨 に佳 ん で 居 られ た 。 私 は夫か ら男女兩 高等師範學 校 の 敏

授 と し又帝大 の 講師 として 忙 しい 生 活 を逡 つ て ゐた。何 かの 機魯 に 巣鴨の 御宅に 晩 餐 に 招 待

して 下 さつ た 。其時は 同志肚以 來の 數 入 の 友人 が 招かれ て 心 置 きな く閑談 に 時間 の 過 ぐる を

忘れ た。私 は明治 39年 に 京都帝國大學 に 轉 じ， 兼 て 京都繪 畫專門學校 ，美術 工 藝學 校の 校長

N 工工
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と して 努力 し， 叉 同志杜女 子専門學校設立の 爲 め に 力 を盡 して ゐた が ，大正 2 年に 東京帝大

文 學部 に轉任 し， 東京に 歸 つ て 來た、夫 に 先 だ ち五 島 さん は帝大 の 理 學部 に轉任 され て ゐ尭

の で ， 途 に 同 じ大學の 同僚 となる に 至つ た。其後五 島さん も私 も入 勢替 勢立 ち替 り各 2 囘程

海外 に 派遣 せ られ た 。又學部 は異つ て ゐた が 五 島 さん も私 も帝 大 の 評議 員と な つ て ゐた の で

6年間は共 に 大學 の 橿機 に 與 つ た 。後牛は震災復興 の 時 期で あつ た 。 カ ーネギ ー財團は 帝大

圖書館復興建築費中へ 400 萬圓 を寄附 した。政 府の 支出金 は共外 に 150 萬圓程 で あつ た。爾

者 を合せ 薪 圖書館 を建 つ る 設計が 511pt，上つ た頃 ，
カ ーネ ギ ー財團 の 理 事者が 遙 に 日本を 訪れ

た の で ，大學で は其理 事者 を招待 して 評 議員列 席午餐倉 を開い た 。 其時古在總長は病 中で あ

つ た の で 五 島 さん は代 つ て 主 人役 を勤 め られ歡 迎感謝 の 辭 を違 べ られ ， 後圜書舘の 設 計や 圖

書淌毒設備 の 概要 を極め て 簡 明なる英語 を以 て 説明せ られ圭賓に 滿足 を與 へ られ た ．

　五 島 さんは専門學者 と し て の 仕事 を隨分 多 くされ た が ， 歐米 の 交學 に も趣味を有 た れ ， 又

歐 米祗 會 の 厭勢 に 就 て 正 確 なる 知 識 を有つ て ゐ られたや うで あ つ た。其語 る所 に は 毎 も根據

が あ つ て ノ丶 を首肯せ しめ ft。而 して 事務の 材幹 の あ つ た 事 も理 學部 長 の 職 責 を全 う され た 事

か らで も馴 る a 人材 を見 る 明が あ つ て 人事 に 就 て も切 實 に 盡 力 された や うで あ つ tc　t ．古在總

長 の 滿 期 に な つ た時大學評議會で 後縫總長 の 候補者 を 3 人投 票に よ り擧げた 時 に 五 島 さん も

其 1 入 とな つ たが ， 共時 は全 大學會議投票 の 結果は 古在氏 の 再選 に なつ て 落着 した。

　私 は相 州腰越に 別莊 を持 つ て ゐ る が ， 京都帝大 icゐた頃 か ら毎夏家 族 と共 leそ こ で 暮 す を

倒 と し今 日 に 及 ん で ゐ る。或 日午後
一

入 で 散策龍 口 寺 の 山上 に 登 つ た時 に
， 茶見世 の 占木 の

腰掛 けに 休 んで ， 富士 山や 鵠沼溝海の 好風 景 を眺 め て ゐ る 人が ゐ る の を見出 した 後姿 が 五

島 さん の や うで あ る か ら横の ：加τ廻つ て 見た ら果 して さう で あ つ た。珍 ら しい 邂逅 を喜 ん で ，

そ こ で 江の 島 を前 に 湘南
一

帶の 好風 光を下瞰 しつ N1
，
2 時閊を清談 に 費 した。五 島 さんは 二

令孃 の 保養 の 爲め片瀬 に 假 寓を設 け られ て ゐ て ，時 に 自分 も遊 び に 來 らる L と の 事 で あ つ た 。

今 で も私 は時 に 令嬢方 の 假寓され た 二 階の あ る 家 の 門前 を通 る の で あ るが ．其度毎 に 龍 口 寺

山に
一

人 あ の 美 し い 富士 の 風色 を眺 め て 樂ん で ゐ た五 島 さん の 床 しい 容子 を心 に 浮 べ て 快 い

感 じが す る の で あ る。

　私 の 在職 二 十 五 年記 念會の 時 に は 五 島 さん は列 席 して 食卓談話の 際に は 私 の 往時 に 就 て 種

種 語 られ た 。 叉友 入が 私 の 古稀 賀筵 を催 して 呉れ た 時五 島 さん は大阪 に 居 らる S 令 嬢が 病氣

の 爲め孫女 を東 京の 御宅 忙 連れ歸 られ た 所 ，夫 が 猩紅熱に 罹ちれ靜 養中なの で 宴魯出席 は 遠

慮せ 訟 ば な らぬ と の 事 で ， 委 しい お手紙 を
．逸 られた。昭和 10年 の 春 で あ つ たか 上野公 園の 科

學 博物館に ン ーボ ル ｝關係の 展 覽會が 開催され た 。私 は 渦然 そ こ で 五 島 きん に 邂逅 した 。 奉

天醫科大學歡 授 黒 田源 治君 が展 覽魯 に 闘係 し譱力 し て 丁度場 内 に居 合は せ の た で 私 は 黒 田君

を五 島 さん に 紹介 した。私 共兩 人は黒 田君 よ り展覽に 關す る出版物 な どを貰ひ 同君 の 案内で

中を見廻 は つ た ， 樺太 及び 闇宮海峽 の 地 鬪に 對 し五 島さん は大 な る興 味 を有 せ られ ， 問 題 を

提出され 且 つ 歴 史的事蹟 に 就 て 種 k 物語 を され樂 しい 時 を過 ご した 。

　 6 月の 牛頃五 島 さん が 大學醫院に 入 院 し て ゐ るが ， 稍重 態で あ る と の 事 を奧さん が 書面で

言 つ て よ こ し て 下 さつ た 。私 も妻 も醫院 に 時 々 御 見舞 に 行 つ た e 醫 院の 先 生 方 も家族の 方 k

に も至れ り盡せ りの 處置 と看護と をな され た の で あ つ たが ， 共 効 な く永逝 された の は 眞 に惜
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い 事で あ っ た。私 は五 十有餘年の 長 きに亘 り五 島 さんの 御友誼 を辱 うした の は 實 に 難 有 い 事
で あ っ た と思 ふ 。私の 妻 も五 島さん は 立派 な方 で あ る と常 に 私 に 語 つ た。五 島 さ ん は 世 を去

られた が ・ 私の 心 の 申に は五 島 さんは活 きて ゐ て 共顔 を見 る事 も其話 を聽 く事 も禺來 る。記

憶 と云 ふ よ りも寧 ろ直觀像 の 如 く五 島 さん の 俤は私の 心 に 現 れ る。

五 島 清 太 郎 君 の 追 憶

　　　　　　　　　　　　 萬恩莊老友 痲 生 正 藏

　私 は理 學博 士五島 清太郎氏 とか
， 畏友五 島博士 とか書か うか と も思つ た けれ ど も， 私の 心 に

ぴ つ 効 ま饗か ない の み で な く・　 ・tsよそ よ そ い 嘸 携 ば か 孵 ぷ の で 藷 とした の で あ る

が ， 五 島 さん と云 つ た方 が 徇更 しつ く bす る の で ある。蓋 し學友時 代か らさ う言 ひ なれ て 居
たか らで あ る。文語 と して さん を君 の 字に 代 用 させ たの で あ る。

　徳高 く學深 き君 に 關 す る私の 逍憶 は 極 め て 淺薄狹 隘で あ つ て ， 君 の 面影 の ホ ン の
一一
端 に 獣

て の 皮相 觀 に 過 ぎない もの で あ る。 それ は私 の 淺 V・
， 小 さい 眠 に 映 つ た丈 の 君 の 面影 に 過 ぎ

な い か らで あ る。 私 の 五 島擬 は ， 學者 と して の 五 島博 士觀 で な く，友 人 と して
， 人聞 と し て

の 五 島觀で あ る
。 私 は學者 と して の 君の 造 詣 の 如何 を見 る の 明 を持た ない の で あ る a

　私 は 年齢 ．Lか ら言 へ ば 三歳 丈君 の 兄分で あ る が ， 學歴上 ．學徳上 ， 並 に 經 歴 上 か ら言 へ

ば ， 君 は私 の 兄 で あ り， 先 輩で あ る。今か ら 55 年前の 明治 15 年 9 月 ， 私 が 恩 師新島 先生の

創設 された 京都同志甦 に 入學 した 頃か ら知 り合 ひ に なつ た が ， 科は當時 19歳の 晩學生 で あ つ

た に も拘 らす・君 は 甑 に 2， E 年 の 上級生 で あつ た。 ど う言ふ もの か ， 私 は 同級生問 に 親友が

あ っ k の み で な く， 下級生閼 に も， 又特 に 上 級生 聞 に も知 己 友 人に 惠まれ た。想ふ に
， 私が

晩學生 で ， 他 の 學生 に 比 す る と何處か に 年寄 りじ み た點が あ つ た と見 え て ， 學友達が 私に 『ア

ン ク ル 』， 皀卩ち小 父 と言 ふ 綽 名 を與 へ た事 に徴 すれ ば ，其處に 年増 の 上 級生 に 知 己友 入が 惠ま

れ た の も肯定 され る の で あ る。例 へ ば大 西覦博士 の 如 を も，君 と同様に 私 の 兄 で あ ｝）， 先輩

で あ つ た。

　私 の 入 學 4 ケ 月後の 明治 16 年の 日記 中に は，君 と談笑 し， 散歩 し，登 山遊 水 した等 の 記 事

が 殘 つ て 居 るが ， 君は 明治 17年今の 第 一一
高等學校に 入學 され， 同 20 年 に は 東京帝 國 大 學 理

學郡 動物 學科生 と して 入學 され た の で ， 爾來丈通 の 外 ，直接の 友交 は 杜絶 して ，明治 21年私

が上 京す る に 至 つ て 再度直接の 友交が復 活 された c 不省の 私 は ， 同志杜 入學以 來 ， 新 島先生

の 人 格及 び思 想 の 感化 を受 けた る は 勿論で あ るが ， 特 に そ の 教 育思 想 ， 教育 信念 IC大影響 を

受 くる と同時 に ，同 15年，大 隈侯が 創設 した る早稻 田 專門學校設立 の 趣 旨に 共 鳴 し， 私 も愈

途 に 九 州輻岡 を選 ん で 其處 に 一大私立大學 を創 設す る大望 を柄 に もな く抱懐 し決心 す る に 至

つ た の は ， 同 ユ7年 で あつ た 。 當時唯
…の 同志は同級の 學友簑頭 和策君で あ つ た。私 は私立大 學

設立 の 趣 旨書 を認 め ， 郷里 の 1 入の 兄に 逸 り， その 準備 と して 私が 同志 者卒業 ，東京の 帝 國

大學に 入學 し 、 且 つ その 後歐米留學 の 學費 を有志 家に 支 出 し呉れ る様 卷力 を懇顎 した けれ ど
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